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港
新
聞
７
面

片

０
７
１
５
０
７

藤

口

藤

難
波
利
三
作
品
の
朗
読
劇
好
評

直
木
賞
作
家
・
難な

ん

波ば

利と
し

三ぞ
う

氏

の
小
説
を
元
に
し
た
朗
読
劇
が

六
月
、
波
除
の
石
炭
倉
庫
で
演

じ
ら
れ
、
好
評
で
し
た
。
あ
ん

が
い
お
ま
る
演
出
。
あ
ん
が
い

お
ま
る
一
座
ス
タ
ジ
オ
公
演
。

パ
チ
ン
コ
で
暮
ら
す
男
が
純

粋
な
愛
情
か
ら
密
航
の
韓
国
人

女
性
と
の
結
婚
を
望
む
が
、
苛

酷
な
現
実
の
前
に
果
た
せ
ず
、

無
力
感
に
陥
る
様
を
描
い
た

口
の
な
い
群
れ

。
淡
路
島

か
ら
大
阪
へ
魚
の
行
商
に
来
る

老
境
の
男
と
、
貧
し
く
も
正
直

で
お
人
好
し
な
路
地
裏
住
民
と

の
悲
喜
こ
も
ご
も
の
交
流
を
描

い
た

雑ざ

魚こ

の
棲す

む
路
地

。

二
作
品
と
も
、
日
本
の
高

度
成
長
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
よ

う
な
大
阪
の
下
町
を
舞
台
に
、

そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
心
情
や

町
の
風
景
が
こ
ま
や
か
に
描
き

込
ま
れ
た
、味
わ
い
深
い
短
編
。

厳
し
い
現
実
の
中
で
も
正
直
で

温
か
な
人
づ
き
合
い
が
生
き
て

い
た
時
代
の
空
気
が
胸
を
熱
く

し
ま
し
た
。
ま
た
、
数
あ
る
難

波
作
品
か
ら
隠
れ
た
秀
作
を
掘

り
起
こ
し
た
同
劇
団
の
着
眼
に

も
唸
ら
さ
れ
ま
し
た
。

■
ご
く
ら
く
と
ん
ぼ
一
座

や

さ
し
い
街
角

御
堂
筋
の
街

角
で
、
道
行
く
人
々
の
悩
み
や

愚
痴
を
聴
き
続
け
る
男
の
物

語
。
難
波
利
三
原
作
、
綾あ

や

羽は

一か
ず

紀き

脚
本
、
あ
ん
が
い
お
ま
る
演

出
。
八
月
十
四
日
（
日
）
十
三

時
、
十
五
時
半
、
十
五
日
（
月
）

十
一
時
、十
四
時
の
四
回
公
演
。

前
売
千
八
百
円
、
当
日
二
千
三

百
円
、
子
供
千
円
（
前
売
・
当

日
共
）
。
問
合
せ
・
申
込
み
は

会
場
の
石
炭
倉
庫
（
波
除
六

五

一
八
、

弁
天
町
駅
か

ら
国
道
四
三
号
を
北
へ
直
進
、

安
治
川
堤
防
突
当
り
右
す
ぐ
。

六
五
八
一

〇
六
六
四
）へ
。

口
の
な
い
群
れ

の
一
場
面

雑
魚
の
棲
む
路
地
の
一
場
面

土
と
関
わ
り
三
十
六
年
。
弁

天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
等
の

陶
芸
教
室
の
人
気
講
師
と
し
て

活
躍
す
る
前
田
千
恵
子
さ
ん
。

今
月
十
七
日
の
ひ
ま
わ
り
展

（
８
面
に
案
内
）
を
控
え
、
活

気
づ
く
工
房
を
訪
ね
ま
し
た
。

◇

◆
ま
ず
陶
芸
と
の
出
合
い
を

私
が
生
ま
れ
た
福
岡
は
焼
き

物
が
盛
ん
な
土
地
で
、
母
に
連

れ
ら
れ
て
よ
く
窯か

ま

巡
り
を
し
ま

し
た
。
特
に
土
の
温
も
り
を
感

じ
さ
せ
る
小こ

石い
し

原は
ら

焼
や
黒く

ろ

牟む

田た

焼
に
惹ひ

か
れ
ま
し
た
。
夫
の
転

勤
で
上
京
し
た
三
十
歳
の
時
、

子
供
を
幼
稚
園
に
送
り
迎
え
す

る
道
で
、
出
窓
に
飾
ら
れ
た
壺

に
見み

惚と

れ
て
い
た
ら
、
ど
う
ぞ

中
も

と
陶
房
へ
案
内
さ
れ
た

の
で
す
。
こ
ん
な
町
の
真
ん
中

に
窯
が

と
驚
い
て
い
る
と

こ
れ
か
ら
陶
芸
教
室
を
始
め

る

と
か
。
迷
わ
ず
第
一
号
生

徒
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。以
来
、

そ
の
吉よ

し

利と
し

先
生
の
元
へ
通
い
続

け
、
陶
芸
の
全
て
を
仕
込
ま
れ

ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
自
由
な

雰
囲
気
で
、
と
に
か
く
楽
し
か

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

◆
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
出
会

い
で
す
ね
。
そ
の
後
は
？

十
二
年
後
、
夫
の
転
勤
で
移

っ
た
大
阪
で
も
続
け
、
四
十
二

歳
で
窯
を
購
入
。
弁
天
町
市
民

学
習
セ
ン
タ
ー
の
講
師
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
学
校
な

ど
に
も
教
室
が
増
え
、
主
婦
や

高
齢
者
な
ど
条
件
や
目
的
に
合

わ
せ
た
指
導
を
し
て
き
ま
し

た
。

教
え
子

は
恐
ら
く
三

千
人
を
超
え
る
で
し
ょ
う
。

◆
指
導
の
広
が
り
を
感
じ
ま

す
。
陶
芸
の
手
順
を
簡
単
に

ま
ず
作
り
た
い
イ
メ
ー
ジ
に

合
わ
せ
て
土
を
選
び
、
水
を
加

え
、よ
く
練
っ
て
空
気
を
抜
き
、

均
一
に
し
ま
す
。
成
形
に
は

色
々
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

初
心
者
は
手
で
土
を
伸
ば
し
、

紐ひ
も

状
に
す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
そ
れ
を
手て

轆ろ
く

轤ろ

な
ど
を
使

っ
て
湯
の
み
な
ど
に
形
作
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
こ
に
個
性
が
出

ま
す
が
、
特
別
な
セ
ン
ス
は
不

要
で
す
。
次
に
表
面
の
凹
凸
を

削
る
な
ど
の
加
工
を
し
、
自
然

乾
燥
の
あ
と
摂
氏
約
八
〇
〇
度

で
素
焼
き
。
こ
れ
に
絵
付
け
を

し
、釉ゆ

う

薬や
く

を
か
け
ま
す
。後
は
私

が
窯
で
本
焼
き
し
ま
す
。
完
成

ま
で
、
夏
な
ら
約
二
十
日
、
冬

な
ら
約
四
十
日
か
か
り
ま
す
。

◆
陶
芸
の
魅
力
は
ど
こ
に
？

世
界
に
二
つ
と
な
い
自
分
だ

け
の
世
界
を
創
り
出
せ
る
点
で

す
ね
。
料
理
な
ど
生
活
に
使
え

る
実
用
性
も
あ
り
ま
す
。
作
る

過
程
で
は
土つ

ち

釉
く
す
り

焼や
き

の
三

味
一
体
の
魅
力
で
す
。
土
に
も

色
ん
な
種
類
が
あ
り
、
そ
の
選

択
や
水
加
減
や
空
気
抜
き
が
大

変
で
す
が
、
土
と
手
が
馴
染
ん

で
く
る
と
面
白
く
て
堪た

ま

ら
な
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
に
乾
燥
の
長

い
時
間
、
焼
き
温
度
の
微
妙
な

調
整
、
釉
薬
の
塗
り
具
合
に
よ

る
焼
き
上
が
り
の
違
い
な
ど
、

完
成
ま
で
の
過
程
は
正ま

さ

に

土

の
ド
ラ
マ

。
そ
の
演
出
家
が

一
人
ひ
と
り
と
い
う
訳
で
す
。

◆
な
る
ほ
ど
。
最
後
に
前
田

流
指
導
の
モ
ッ
ト
ー
を

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
壊
さ

な
い
こ
と
。
昔
私
が
教
え
ら
れ

た
よ
う
に
、
自
由
に
や
り
な
さ

い
、
失
敗
し
て
も
そ
こ
か
ら
学

び
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

結
局
私
の
仕
事
は
、
基
本
を
教

え
る
こ
と
、
焼
い
て
あ
げ
る
こ

と
、
そ
し
て
一
緒
に
感
動
す
る

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
素
敵
な
言
葉
で
す
。
今
後

の
ご
活
躍
と

ひ
ま
わ
り
展

の
盛
会
を
期
待
し
て
い
ま
す

陶
芸
指
導
に
情
熱
注
ぎ

年

さ
ん
（ ）

陶
芸
指
導
に
情
熱
注
ぎ

年

さ
ん
（ ）

●─

作品を窯
かま

に入れる前田さん。 陶芸は土
水 手 火 釉

くす

が
り

一つに溶け合う 土のド
ラマ 。あなたも演出してみませんか

ま
え
だ
・
ち
え
こ

昭
和

年
北
九
州
市
生
ま
れ
。
九
州

女
子
大
卒
。
小
石
原
焼
な
ど

に
惹
か
れ
陶
芸
の
世
界
へ
。

東
京
で
吉
利
氏
に

年
間
師

事
。
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン

タ
ー
や
小
学
校
の
陶
芸
教
室

で
指
導

年
。
自
宅
に
工
房

（
弁
天
１
、

０
９
０
・
３

７
２
３
・
２
１
１
０
）

■
桂
あ
さ
吉
さ
ん
が
英
語
落
語

本
を
出
版

南
市
岡
出
身
の
落

語
家
・
桂
あ
さ
吉
さ
ん

写
真

右

が
こ
の
ほ
ど
英
語
落
語
の

本『
は
じ
め
て
の
英
語
落
語
』

写
真
左

を
国
際
語
学
社
か
ら

出
版
し
た
。
書
き
割
り
盗ぬ

す

人っ
と

の
英
語
・
日
本
語

付
。

他
に
死
神

転
宅

天
神
山

辻つ
じ

占う
ら

茶
屋

は
て
な
の
茶
碗

芝
浜
の
英
語
台
本
と
日
本
語

訳
も
収
録
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
音
声

も
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
英
語

学
習
に
最
適
。定
価
千
五
百
円
。

●
三
先
出
身
の
歌
手
・
香
西
か

お
り
さ
ん

七
月
十
六
日（
土
）

二
十
一
時
五
分

ラ
ジ
オ

第
一

ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ン
サ

ー
ト

出
演
予
定

七
月
二
十

四
日
（
日
）
十
三
時
半
と
十
七

時
半
か
ら
能の

勢せ

浄
る
り
シ
ア
タ

ー
で
コ
ン
サ
ー
ト
。

●
波
除
在
住
の
演
歌
歌
手
・
藤

か
ほ
り
さ
ん

八
月
六
日（
土
）

港
区
民
ま
つ
り
出
演
（
二
十
一

時
頃
）

九
月
二
十
五
日
（
日
）

十
三
時
か
ら
港
区
民
セ
ン
タ
ー

で
第
十
七
回
盲
導
犬
チ
ャ
リ
テ

ィ
シ
ョ
ー
予
定

六
五
八
二

一
二
四
一
藤
企
画
。

●
港
南
中
学
校
出
身
の
歌
手
・

川
奈
ル
ミ
さ
ん

五
月
発
表
の

新
曲

愛
に
つ
な
が
れ
て

好

評
発
売
中
。
許
さ
れ
ぬ
恋
の
束つ

か

川奈ルミさん

の
間ま

の
幸
せ
に
震
え
る
女
心
を

大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
。
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
は
情
熱
的
な
恋
心
を
軽

快
な
テ
ン
ポ
に
乗
せ
た

今
を

と
め
な
い
で

歌
手
活
動
十

周
年
記
念
ア
ル
バ
ム
愛
の
詩う

た

も
好
評
。

そ
の
名
は
フ
ジ
ヤ

マ

伊い

勢せ

佐ざ

木き

町ち
ょ

ブう

ル
ー
ス

な
ど
ラ
テ
ン

ブ
ル
ー
ス
十
曲

を
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
レ
ン
ジ
で
収

録

〇
三

五
三
九
七

六

七
六
七

朝
月
。

●
弁
天
在
住
の
歌
手
・
青
木
美

香
子
さ
ん

七
月
十
八
日
（
月

祝
）
通
天
閣
歌
謡
劇
場
（
通
天

閣
地
下
一
階
、
十
二
時
と
十
四

時
五
十
分
）
出
演
予
定

七
月

二
十
七
日（
水
）キ
ン
グ
レ
コ
ー

ド
か
ら
新
曲
ス
ロ
ー
ダ
ン
ス

発
売
、
弁
天
町
オ
ー
ク
広
場
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
予
定

八
月
六

日（
土
）港
区
民
ま
つ
り
出
演
予

定

六
五
七
六

六
六
一
五

オ
フ
ィ
ス

。
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●
八
幡
屋
出
身
の
ロ
ッ
ク
ド
ラ

マ
ー
桐き

り

田た

勝か
つ

治じ

さ
ん

所
属
バ

ン
ド
ガ
ー
ゴ
イ
ル
の
ニ
ュ
ー

ア
ル
バ
ム

鬼き

書し
ょ

好
評
（

〇
三

三
三
八
二

九
一
八
〇

フ
ァ
ー
ス
ト
セ
ル
）

七
月
十

七
日（
日
）十
八
時
半
か
ら
江
坂

ミ
ュ
ー
ズ
（

六
三
八
七

〇

二
〇
三
）
で
ガ
ー
ゴ
イ
ル
の
ニ

ュ
ー
ア
ル
バ
ム
記
念
ラ
イ
ブ
。

●
三
先
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手
ペ
ド

ロ
さ
ん

切
断
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

（
左
手
親
指
切
断
の
共
通
体
験

を
持
つ
三
人
）
の
リ
ー
ダ
ー
や

ソ
ロ
で
温
か
な
雰
囲
気
の
フ
ォ

ー
ク
ソ
ン
グ

七
月
二
十
四
日

（
日
）
十
二
時
半

二
十
三
時

に
天
六
音ね

太た

小
屋
で
開
催
の
音

楽
祭
に
出
演
予
定

毎
月
第
一

・
三
木
曜
二
十
時
ザ
・
セ
ラ
ー

（
中
央
区
西
心
斎
橋

六
二
一

二

六
四
三
七
）

毎
月
第
三

火
曜
二
十
時
か
つ
お
の
遊
び
場

（
中
央
区
宗
右
衛
門
町

〇
九

〇

五
八
八
二

七
〇
一
五
）

毎
月
第
二
火
曜
二
十
時
半
ロ

ー
ジ
ー
（
中
央
区
西
心
斎
橋

六
二
一
三

三
九
九
九
）
。ペドロさん

桐田勝治さん
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